
越冬キャベツの伏せ込みの違いについて 

和寒町農業活性化センター 

１ 目的 

 越冬キャベツを根切して圃場に並べる作業は、かなりの重労働となっている。向きが一定でない

場合、どの程度収量・品質および作業性に影響するのかを検討する。 

２ 協力機関 

JA北ひびき和寒基幹支所 キャベツ部会 

３ 耕種概要 

 

 

 

４ 試験方法 

一般的な置き方             逆さにした置き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 結果の概要と考察 

(1) 逆さに置いた場合は、キャベツの上部の茎葉黄変が多く発生した。 

(2) 極端な腐敗、変色等は置き方で差はみられない。 

(3) 調整前の１個当たり重量には差が出ないが、調整に１～２枚多めに剥くので手間と収量減が生

じた。 

(4)糖度については、逆さ置き区がやや高くなった。要因は判然としない。 

(5)逆さ置きの場合は、圃場外へ持ち出すとき外葉に付着した土砂がキャベツに付着する割合が多

くなる場合が見られた。また、圃場での外葉を除去する手間が多くかかる。 

６ 具体的データ 

一般的な置き方             逆さにした置き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下写真 逆さに置いたキャベツ（写真左の下側：調整前、写真右の下側：調整後） 

一般的な置き方のキャベツ（写真左の上側：調整前、写真右の上側：調整後） 

 

 

 

 

 

 

 

７ 普及性 

 

(1)逆さに置いた場合での腐敗等の深刻な障害は確認されていないが、品種や更に長期期間の伏せ

込み等、圃場条件の差による検討が必要と思われる。 

（担当者：所長 清田雅明） 


